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⚫プロフィール
⚫2017年よりブロックチェーンの研究に従事
⚫Hyperledger Foundationの

Governing Boardメンバー
⚫ブロックチェーン連携技術

ConnectionChainを起点にOSS活動や
パートナー企業との実証実験を推進中
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富士通の評価：Forbes Blockchain 50
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Blockchainと暗号通貨(Cryptocurrency)
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マイニング報酬で
ネットワークを維持

コンセンサス
アルゴリズム用いて

取引を検証

電子署名による
厳格なアクセス制御で

安全な直接送金

P2Pネット＋暗号技術でユーザ間で直接、安全に送金できるようになった

スマートコントラクト
による契約の自動化
と運用ルールを徹底

4



ブロックチェーン適用の妥当性をみるチェックリスト
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一貫性のある共有データストアが必要か？

データの書き込み主体の識別が必要か？

データは記録後、更新や削除されないか？

記録するデータに取り扱い注意の機微情報はない？

データ記録におけるアクセス制御が非中央集権型？

タンパー耐性を持つ書き込み操作ログが必要か？

全部の問いへの答えがYesならおそらく大丈夫！

Eメールやスプレッドシートのほうが向いている

監査が不要ならDBのほうが向いている

Blockchainは跡が残るのでDBのほうが好適

暗号の危殆化を考慮すると暗号化DBが好適

管理者を信頼できるならマネージドDBが好適

Blockchainはこのためにあり不要ならDBが好適

※https://www.nist.gov/publications/blockchain-technology-overview抄訳

答えがNOなら…

DB技術のほうが向いている使い方も多いので要件定義が重要

5

https://www.nist.gov/publications/blockchain-technology-overview


ブロックチェーンの種類と特性
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アーキテクチャ

メリット
• システム構築が不要
• 利用者の匿名性を保証
• システム管理者が不要

• システム構築が手軽
• 短時間で取引が確定
• 運営ガバナンスが徹底

• 相互監視による非認否性
• 比較的短時間で取引確定
• 運営ガバナンスが徹底

課題
• 取引確定に時間がかかる
• 運用ポリシの変更が困難
• 犯罪も許容（⇔公平）

• チェーン運営者への信頼
• システムの運営コスト
• サービス継続性への不安

• 共同運営者の役割分担
• システムの運営コスト
• 参加企業間のプライバシ

パブリックチェーン プライベートチェーン コンソーシアムチェーン

アーキテクチャにより特性に違いがあるので用途に応じた使い分けが必要
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トークン化とは？
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トークン化（トークナイゼーション: Tokenization）とは、
物理的な資産や仮想的な資産を、スマートコントラクト
で売買可能なデジタル単位に変換すること

証券・債券

金銭

不動産

暗号通貨
(Fungible Token)

セキュリティ・トークン

不動産トークン
(NFT)

トークン管理用
スマートコントラクト

(発行体が設置＆運用)

7



トークンの種類

特徴

ERC-20 数値で残高を表現できる通貨型のトークン
(FT: Fungible Token)を扱うスマートコント
ラクトのインタフェース標準.

ERC-721 唯一無二の価値を持つトークン(NFT: 
Non-Fungible Token)を扱うスマートコント
ラクト標準.トークンを特徴づけるメタデータを
含み、IDを指定して所有権を移転する

ERC-1155 通貨型もNFT型も扱えるスマートコントラクト
標準. 複数種類のトークンをまとめて、同時に
複数の相手に移転することが可能.
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スマート
コントラクト

スマート
コントラクト

スマート
コントラクト

Ethereumのトークン標準

ERC規格に準拠したものが多く”使い勝手の共通化”が実現されている
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ERC-721(NFT向け）での代理取引
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approve()とtransferFrom()で代理を立てた取引が可能に
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スマートコントラクトによる自動販売の例
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ERC721準拠のトークン用の自動販売コントラクトが登場
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私製トークンによる決済
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NFTの自動販売でETH以外でのDvP決済が可能に
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投機型トークンエコノミー

トークンエコノミーの現状と可能性
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暗号資産取引

NFTアート販売

持続型トークンエコノミー

外国債券への投資

小口投資

投機型から持続型のトークンエコノミーへの軸足のシフトが望ましい
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持続型トークンエコノミーへの移行にむけた課題
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ブロックチェーンで安定した決済システムと契約の自動化を実現したい

課題１:市場価格が乱高下 課題2:責任の所在への不安

改善１:ステーブルコインの導入 改善２:スマートコントラクトの高度化

13



トークン台帳を連携させる技術：ConnectionChain
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技術1

透明性実現

金流の管理
（ブロックチェーン）

取引記録
（ログ）

連携
ノード

技術3

接続性の確保

商流の管理
（ブロックチェーン）

連携
ノード

ConnectionChain
技術2

整合性確保、
運用ルール設定

拡張
スマートコントラクト

ビジネス
ロジック

【技術1：拡張スマートコントラクト】 システムを跨ぐ取引を証拠性を担保したまま台帳管理し、透明性を実現
【技術2：マルチシナリオ機能】 運用ルールをスクリプトで設定可能とすることで、他社サービスを自社向けに
カスタマイズする等、自在な運用ルール設定が可能。複数サービス間での処理の整合性も確保
【技術3：BC操作抽象化】 ブロックチェーン操作の抽象化で接続機能を部品化.様々なBC基盤と接続が可能
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当社のOSS活動: Hyperledger CACTUS
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富士通はCACTUSの設立に関わり、
アーキ設計、開発コードの量で

OSSコミュニティに貢献しています

Hyperledger Landscape
https://landscape.hyperledger.org/projects
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CACTUS

Node

Business 

Logic 

Plugin

VALIDATOR

VALIDATOR

DLTｸﾗｲｱﾝﾄ

CONNECTOR
を遠隔制御

連携動作の
制御ロジック
(ベンダApp)

Service Provider

User
(w Employee ID)

Cactus利用例：discounted car trade
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CCの機能説明：エスクロー配送＆決済の実現
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ユーザの代理で台帳操作を行うことでエスクロー取引など

商品の受け渡し（荷物の受領を記録）

おかねの受け渡し（決済トークンの送金を記録）

拡張ｽﾏｰﾄ
ｺﾝﾄﾗｸﾄ

1.起動

２.代金預託

３.受領確認 ４.受領確認 ８.受領確認

５.送金確認 ７.送金確認 ９-1.送金確認

９-2.送金確認

６.受領確認
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CCの機能説明②：オラクル情報の反映
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拡張スマートコントラクトで運用ルールの徹底が可能となる

CO2排出量管理台帳
(実績がマイナスの企業）

CO2排出量管理台帳
（実績がプラスの企業）

拡張スマート
コントラクト

算出ルールに従い
CO2の削減努力を
オフセットトークン化

オフセット管理台帳
（規制当局など）

決済トークン管理台帳
（銀行など）

合意した取引条件で
クレジットの移転と
対価支払いを連動
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実証実験①：外国人旅行者向け決済

© 2021 Fujitsu Limited

送金確認

送金指示

ExchangerBuyer

送金(円)送金
(USD)

仲介者を入れることで送金先ブロックチェーンへの参加が不要にできる

銀行

Shop Exchanger

送金指示

送金確認

外貨決済
トークン台帳

邦貨決済
トークン台帳

外貨決済
スマートコントラクト
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実証実験②：デジタル債券の売買
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売買成立

支払い完了

送金指示

送金確認

SellerBuyer SellerBuyer

名義
書き換え

代金
支払い

代金の支払いと名義書き換えの同時に実行するDvP取引を実現できた

代金決済
トークン台帳

債券トークン
管理台帳

債券売買
スマートコントラクト

関連プレス発表: 
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2020/05/25-1.html
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実証実験③：クロスボーダーの証券決済システム

⚫実証システムの設計方針
⚫DLT基盤の特性を踏まえ、モデル化

された3か国間でのクロスボーダ― 
証券決済システムを試作

⚫国ごとに違うシステム構成や、通貨
ガバナンスをDLT技術で実現

⚫当社のConnectionChainはクロス
ボーダーPvP機能を担当

⚫OSS Hyperledger Cactusの成果を
積極的に活用しDLT間の差異を吸収

⚫成果はADB様報告書で共有予定
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マルチベンダー環境を構築してのクロスボーダーDvP取引システムは初の試み

ADB様：実証実験計画書より抜粋
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検討対象：クロスボーダー送金のモデル化
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送金者居住国内の銀行間送金 受取人居住国内の銀行間送金

決済ネットワーク
A

決済ネットワーク
B

送金元銀行 コルレス銀行 コルレス銀行 送金先銀行

提携＆通貨両替

外貨建てクロスボーダー送金依頼

ブロックチェーン連携で各国決済ネットワーク間を接続するモデルを検討中

? ? ?

手数料
の徴収

手数料
の徴収
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Thank you

※Special thanks to the authors of icons downloaded from flaticon.com


